
2021年（令和３年）８月 6

このコーナーでは、市社協設立70周
年を記念して、60周年（平成23年
度）から70周年（令和３年度）の10
年間について、テーマを掲げてふり
かえり、今後を展望します。

H23（2011）年からR３（2021）年の主な出来事

〇�

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

〇�

地
域
活
動
協
議
会
の
設
立
が

進
む

〇�

保
健
・
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
員
が
全
市
的
な

制
度
と
し
て
廃
止

〇�

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
設
置（
名
称
・
配
置

状
況
は
区
に
よ
っ
て
異
な
る
）

〇�

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

事
業
に
基
づ
く
名
簿
の
活

用
、
見
守
り
活
動
の
活
性
化

〇�

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
」
開
始

〇�

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
」
全
区
展
開

〇�

こ
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
な

ど
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
活
動
が
広
が
り
を
見
せ
る

〇�

大
阪
府
北
部
地
震（
６
月
）、

西
日
本
豪
雨
災
害（
７
月
）、

台
風
第
21
号
（
９
月
）
で
大

阪
も
被
災

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行

〇�

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
多
く

の
地
域
福
祉
活
動
が
中
止
や

形
態
変
更
と
な
る

〇�

地
域
福
祉
活
動
・
会
議
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用

が
進
む

H23
〔60〕

H24
〔61〕

H25
〔62〕

H27
〔64〕

H29
〔66〕

H30
〔67〕

R2
〔69〕

R3
〔70〕

　
大
阪
市
社
協
が
設
立
60
周
年
を
迎

え
た
平
成
23
年
、
誰
も
が
驚
き
、
悲

し
み
、
復
興
へ
の
思
い
を
馳
せ
た
東

日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
10
年
、
こ
の
間
に
災
害
発
生
地

へ
の
職
員
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
の
運
行
、
募
金
活
動
等
、
災
害
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
取
組
み
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
は
大
阪

府
北
部
地
震
と
台
風
21
号
に
よ
り
大

阪
も
二
度
被
災
し
、
地
元
で
の
支
援

活
動
も
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
市
社

協
で
は
こ
の
10
年
間
の
多
様
な
経
験

を
教
訓
に
、
い
つ
か
来
る
災
害
に
対

し
て
、
平
時
か
ら
で
き
る
備
え
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
５
日
後

の
３
月
16
日
に
は
先
遣
隊
と
し
て
職

員
５
名
を
仙
台
市
社
協
に
派
遣
し
、

現
地
で
の
支
援
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
発
災
直
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）

立
ち
あ
げ
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

現
地
は
、
発
災
後
休
む
こ
と
な
く
早

朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
関
係
機
関
と
の

調
整
や
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
状
態
で
し
た
。
当
時
、
現
地
で
活

動
し
た
職
員
は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

な
い
状
況
へ
の
臨
機
応
変
な
対
応
と

判
断
の
連
続
で
あ
り
、
平
時
の
積
み

重
ね
が
非
常
時
の
対
応
に
つ
な
が

る
」
と
話
し
ま
す
。

　
一
方
、
大
阪
で
は
何
か
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
と
市
民
の
方
か
ら
多
数

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
支
援

物
資
の
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
へ
の
参
加
、
県
外

避
難
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
復
興
支
援

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
年
で
何
を
培
い
、何
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
の
か

― 

災
害
に
関
す
る
取
組
み
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら 

―

未
曾
有
の
大
災
害

多
発
化
す
る
災
害
、

地
元
も
被
災
地
に

等
、
多
く
の
場
面
で
力
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
・
個
別
化
し
、
10
年
が
経
過

し
た
今
は
大
阪
府
下
県
外
避
難
者
支

援
団
体
等
連
絡
協
議
会�

（
ホ
ッ
と

ネ
ッ
ト
お
お
さ
か
）
の
事
務
局
と
し

て
県
外
避
難
者
へ
の
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
阪
市
社

協
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
た
災
害
は

図
表
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
ペ
ー
ス
で
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
派
遣
先
で
得
た
災
害
支
援

の
経
験
を
還
元
す
べ
く
、
支
援
活

動
報
告
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
色
々
な
場
面
で
現
地
の
声

と
と
も
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
６
月
18
日
の
大
阪
府

北
部
地
震
。
大
阪
市
北
区
で
最
大

震
度
６
弱
を
観
測
し
た
地
震
は
通

勤
途
上
と
な
る
時
間
帯
に
発
生
し

ま
し
た
。

　
市
社
協
で
も
当
日
午
前
９
時
ま

で
に
参
集
で
き

た
人
数
は
わ
ず

か
８
人
。
限
ら

れ
た
人
員
の

中
、
発
災
３
時

間
後
に
は
災
害

対
策
本
部
を
設

置
し
、
職
員
の

安
否
確
認
や
各

区
の
情
報
収
集

に
努
め
ま
し

た
。
揺
れ
が
強

か
っ
た
地
域
で

は
困
り
ご
と
を

抱
え
た
方
が
声

を
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
チ
ラ
シ

大阪の善意がたくさん集まった街頭募金（熊本地震）

発災当日、職員の安否確認や各区社協から
報告された情報を集約（大阪府北部地震）
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培
っ
た
経
験
を

未
来
に
託
す

０
件
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
地
震
災
害
を
と
お
し
て
、
安
否
確

認
に
必
要
と
な
る
要
援
護
者
名
簿
の

活
用
方
法
や
初
動
対
応
に
お
け
る
課

題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
の
教
訓
と
す
べ
く
、
市
社

協
内
に
対
応
を
検
証
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
。
検
証
を
実
施

し
て
、
災
害
時
初
期
行
動
計
画
を
策

定
す
る
等
、
次
な
る
災
害
へ
の
備
え

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
年
９
月
４
日
に
近
畿
地

方
を
横
断
し
た
台
風
21
号
で
も
大
阪

は
被
災
地
と
な
り
ま
し
た
。
暴
風
に

よ
る
被
害
、
特
に
屋
根
へ
の
被
害
が

深
刻
で
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
区

役
所
か
ら
配
付
さ
れ
て
も
屋
根
に
張

を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
と
、
家

具
が
転
倒
し
て
実
は
困
っ
て
い
る
、

そ
ん
な
声
が
寄
せ
ら
れ
は
じ
め
、
地

元
の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
家
具

の
搬
出
を
依
頼
し
て
活
動
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
等
、
困
り
事
を
抱
え
た

方
々
に
寄
り
添
い
、
市
内
で
約
２
４

牲
者
を
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
市

社
協
で
は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を

未
来
に
託
す
べ
く
、
職
員
の
対
応
力

向
上
、
環
境
整
備
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
等
に
努
め
、
多
発
化
、
激
甚

化
す
る
災
害
へ
の
備
え
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
特
化
し
た
取
組
み
だ
け
で

な
く
、
市
・
区
社
協
事
業
は
平
時
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の

で
あ
り
、
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る

地
域
福
祉
活
動
は
そ
の
最
前
線
と
言

え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を

受
け
て
、
地
域
福
祉
活
動
は
制
限
を

受
け
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
で
あ
っ

て
も
外
部
か
ら
の
支
援
は
受
け
に
く

い
現
在
の
状
況
に
対
応
し
て
い
く
べ

く
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
・

発
展
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
注

い
で
、
災
害
時
へ
の
取
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
。

�

こ
の
10
年
間
の
災
害
支
援
活
動

を
通
し
て
感
じ
て
い
る
の
は
「
災
害

時
に
は
平
時
の
つ
な
が
り
や
備
え
が

役
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
。
平
時
の

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
犠
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東淀川区社協が　東淀川区社協が　
ポスティングしたポスティングした
チラシ（大阪府北チラシ（大阪府北
部地震）　　　　部地震）　　　　

　
社
協
職
員
は
地
域
住
民
の
生
活
復

旧
に
向
け
て
、
そ
の
専
門
性
を
発
揮

し
、
被
災
者
支
援
活
動
を
行
う
社
会

的
使
命
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
、
い
つ
で
も
社

会
的
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
市

社
協
で
は
今
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

【この10年で市社協が職員を派遣した災害】

年 災害 主な派遣先 派遣期間 派遣延べ人数

平成23年 東日本大震災 宮城県 仙台市、気仙沼市 ３月16日～11月１日 111人

平成23年 台風12号 和歌山県 新宮市 ９月９日～10月11日 24人

平成26年 平成26年８月豪雨 京都府 福知山市 ８月21日～８月26日 2人

平成28年 熊本地震 熊本県 菊陽町、熊本市 ４月23日～７月17日 28人

平成30年 大阪府北部地震 大阪府 高槻市 ６月28日～７月16日 9人

平成30年 平成30年７月豪雨 岡山県 岡山市、倉敷市 ７月20日～10月14日 40人

令和元年 台風19号 福島県 郡山市 10月25日～11月17日 6人

【市社協における主な取組み内容】

職員の

対応力向上

災害対策本部設置訓練、

学習会、災害VC運営者研

修の実施　等

環境整備

BCP策定、マニュアル類

の整備、行政や諸団体と

の災害に関する協定の見

直しや締結　等

ネットワークの

構築

おおさか災害支援ネット

ワークに世話役団体とし

て参画　等

る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
住
民
も
多

く
、専
門
的
な
対
応
が
必
要
で
し
た
。

　
こ
れ
を
教
訓
に
、
高
所
作
業
を
日

頃
か
ら
仕
事
と
し
て
い
る
人
等
を
対

象
に
、
屋
根
の
シ
ー
ト
張
り
講
習
会

を
開
催
し
テ
ク
ニ
カ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

各所から届く情報や連絡を、模造紙に書き出して共有
（市社協での災害対策本部設置訓練）


